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平成30年度厚木保健福祉事務所 地域包括ケア・在宅医療推進会議 結果概要 

 

１ 日時  平成31年1月22日(火) 14:00～16:00 

 

２ 概要 

(1)居宅療養管理指導について 

  ○平成30年度介護保険制度改正の概要を説明後、市町村、病院、訪問看護ステーショ

ン、ケアマネージャーから報告。 

  ○居宅療養管理指導の推進のためには、ケアマネージャーと居宅療養管理指導を実施

する事業所の連携強化が今後、一層必要となる。 

  ○一方、当該サービスは、保検医療機関や薬局としての届出をすると、辞退しない限

りみなし指定となるため、指定事業所のうち実際にサービスを実施している事業所

は７％程度である。 

  ○実際に居宅療養管理指導で薬剤師や栄養士のサービスを受けた家族の満足度は高い。 

  ○現状では、ケアマネージャーがサービス実施事業所を把握することが困難なことか

ら、平成31年度から、保健福祉事務所が管内市町村に、居宅療養管理指導の給付実

績のある事業所情報を照会し、各事業所の了解を得て、居宅介護支援事業所に人員

体制等の情報を提供できるように取組むこととなった。 

  ○この会議に、薬剤師や栄養士が参加していないので、参加してもらった方がよいの

ではないか。→来年度に向けて検討する。（事務局） 

 

(2)認知症対策について 

  ○認知症初期対応チーム、認知症カフェについて、海老名市医師会、海老名市、厚木

市、座間市から活動状況について報告。厚木保健福祉事務所から若年性認知症の取

組みを紹介した。 

  ○認知症サポート医の養成が必要だが、県全体で養成講座の枠が決まり、順番がある

ため、郡市医師会からは数年に１人しか受講できない状況である。県医師会にも申

入れをしている。（自費受講は５万円） 

 

(3)厚木保健福祉事務所の取組みについて 

①訪問歯科診療・口腔ケア推進の取組み 

  ○「訪問歯科診療・口腔ケアアンケート調査(平成29年度実施)の結果、 

    ・介護度４,５の人のうち訪問歯科診療を利用した半数以下。訪問歯科診療に全く

つなげたことがないケアマネージャーもいる 

    ・訪問歯科診療・口腔ケアの必要性を住民に理解してもらう必要がある 

    ・主治医から訪問歯科診療・口腔ケアを勧めるケースが少ない  等 

   の課題がみえた。 

  ○平成30年度は、ケアマネージャーを対象とした訪問歯科診療・口腔ケアに関する研

修会を実施するとともに、歯科医師会等からいただいた意見を踏まえ、訪問歯科診
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療・口腔ケア推進のためのリーフレットを作成することとした。 

  ○平成31年度は、平成30年度作成したリーフレットの普及のため、ケアマネージャー

を対象に研修会を開催するとともに、医科歯科連携の推進に向けて医師へのリーフ

レットの普及を検討していく。 

②介護施設における看取り研修 

  ○平成30年度、厚木保健福祉事務所管内の高齢者施設（特養、有料老人ホーム、グル

ープホーム等）のうち、看取り未実施施設について、研修を希望する５施設（厚木

市３、海老名市１、座間市１）について、既に看取りを実施している施設の職員を

講師とした交流研修会を実施。 

  ○交流研修会のアンケート結果、 

・ほぼすべての参加者が参考になったと回答。 

   ・取組めそうという回答が全体の43％ 

   ・課題は、加算等の制度上の手続き、小規模施設では管理者支援が必要  等 

   の課題がみえた。 

  ○平成31年度は、新たな看取り未実施施設への交流研修会の継続とともに、平成30年

度の５施設へのアンケートの実施、希望に応じて手続き等の課題への個別支援を実

施していく。 

③精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築 

  ○精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向け、平成29年度から取組を

進めており、国の障害福祉計画において協議の場を平成32年までに立ち上げるよう

になっている。 

  〇今年度、厚木保健福祉事務所では、精神保健福祉関係者と２回会議を実施し、管内

の精神科病院の65歳未満の長期入院患者の調査を実施。長期入院患者の半数は65歳

以上であり、地域に移行する場合は、介護保険の活用も含めた対応が必要である。 

○長期入院の課題以外にも、認知症や高齢者の精神疾患に伴う相談も増えており、精

神保健医療福祉が必要な高齢者の生活を地域で支えるための連携や支援体制の構築

が必要である。 

  ○家族の中に精神疾患を抱えた者がいるが、家族は65歳未満であるため介護保険の対

応ができず、地域包括支援センターで対応できないケースも少なくないので、そう

したケースにも力をいれてほしい。 
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区分 団体・機関名

職名 氏名

1 厚木医師会 理事 野村　直樹

2 海老名市医師会 副会長 内山　喜一郎

3 座間市医師会
医師
（マザーホームクリニック院長）

松山　斉久

4 厚木歯科医師会 理事 山口　琢央

5 海老名市歯科医師会 理事 菱沼　康一

6 座間市歯科医師会 常務理事 西澤　昭人

7 東名厚木病院
患者総合支援センター医療福祉相談
室　課長

福田　美香

8 海老名総合病院 看護副部長 矢野　明美

9 厚木市立病院 患者支援センター長 森田　里美

10 厚木医療福祉連絡会ケアマネジャー部会 役員 遠藤　貴子

11 えびなケアマネ連絡会 会長 小山　浩由

12 ざま介護支援専門員協会 代表 景山　邦彦

13
訪問看護ステー
ション団体

神奈川県訪問看護ステーション協議会(県央地区ブ
ロック）

理事 滝澤　裕紀子

14
地域リハビリテー
ション団体

神奈川県地域リハビリテーション三団体協議会 副会長 相川　浩一

15
高齢者福祉施設
団体

神奈川県高齢協厚木愛甲地区福祉施設連絡会 代表理事 山本　喜徳

16 厚木市福祉部福祉総務課 地域包括ケア推進担当課長 大野 徳一

17 海老名市保健福祉部地域包括ケア推進課
保健福祉部次長兼福祉事務所長
兼地域包括ケア推進課課長事務取扱

萩原　明美

18 座間市健康部介護保険課 課長 藤井　宏昌

19 座間市健康部医療課 課長 原　智穂

20 愛川町民生部高齢介護課 課長 小野澤　忍

21 清川村保健福祉課 課長 山田　晴久

22 保健福祉事務所 厚木保健福祉事務所 所長 長岡　正

平成30年度　厚木保健福祉事務所地域包括ケア・在宅医療推進会議

居宅介護支援員
団体

医師会

歯科医師会

地域医療支援病
院

委員

市町村


